
取扱説明書

　当製品を、安全に正しくお使いいただくために、必ず本取扱説
明書をお読みください。誤った使い方をした場合、事故をまねく
おそれがありますので安全には十分注意して作業してください。
お読みになった後は、必ず製品と一緒に大切に保管してください。
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お使いになる前に、取扱説明書を必ずお読みください。お使いになる前に、取扱説明書を必ずお読みください。

このたびは、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 をお買上げいただきありがと

うございました。

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載してい

ます。

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解

して正しくお使いください。

また、お読みになった後も、この取扱説明書を製品に近接して、いつもお手元に置

いて、必要に応じて活用してください。

●この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。

●本製品を貸したり、譲渡するときは、この取扱説明書を本製品に添付して

お渡しください。

●この取扱説明書および安全銘板を、紛失または損傷された場合は、速やか

にお買上げいただいた販売店にご注文ください。

●この取扱説明書には、安全に作業していただくために、「安全に作業をする「安全に作業をする

ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」を記載しています。ご使用前に必ずお読みく

ださい。

●ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買上げいただいた販

売店へご相談ください。

●マスターキーとスペアーキーは、別々にして大切に保管してください。

お願い

●本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際には、

本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合

がありますので、あらかじめご了承ください。

●本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。

おことわり

はじめにはじめに
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本製品の使用
目的について

本製品は、芝生の清掃機ですので、それ以外には使用しないでください。
使用目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。
使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご注意く
ださい。(保証適用除外事項は、保証書をご覧ください。)

説明記号の見方
その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負うことに
なるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う危険性
があるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、けがを負うおそれのあるも
のを示します。

誤りやすい操作に対する注意を示します。守らないと、機械
の破損や、故障の原因になります。

［重要］
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電気回路図９章

●電気回路図を載せています。

その他８章

●仕様、および主要消耗部品について説明しています。

不調診断７章

●正常に作動しないときの点検・処置のしかたを説明しています。
修理に出す前に確認してください。

手入れと点検・
調整について６章

●長期間故障がなく、本機を安全に使用するための点検・整備の
　しかたを説明しています。

作業後の手入れについて５章

●機械を最良の状態にしておくために、毎作業後および長期間使
　用しないときの、手入れのしかたを説明しています。

運転と作業のしかた４章

●エンジンの始動から走行のしかた、および運搬台の使用のしか
たを説明しています。

各部のなまえと
各操作部のはたらき３章

●本文中、よく使う部品の名称の紹介と、よく使う操作レバー、
　および部品の位置とはたらきについて説明しています。

保証とサービスについて２章

●保証とアフターサービスについて説明しています。

安全に作業をするために
必ずお守りください１章

●安全に関する重要な内容を、代表的な作業項目について説明し
　ています。個別の作業については、各項目をみてください。
　また、各安全銘板の内容と貼付け位置を示しています。

本文の概要本文の概要
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１．運転前の点検‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２８
２．燃料の点検・給油のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０
３．各部の操作のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３１
４．エンジンの始動・停止のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３２
５．発進・旋回・変速・停止のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３５
６．作業のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４０
７．坂道での運転のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４６
８．作業場への出入りのしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４６
９．トラックへの積込み・積降しのしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４７

運転と作業のしかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８運転と作業のしかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８４章４章

保証とサービスについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５保証とサービスについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５２章２章

保証書は大切に保管してください‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５
アフターサービスをお受けになるときは‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５
機械の廃棄について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５

１．作業者の体調・服装について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
２．使用する機械について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７
３．運転前・作業前点検をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
４．作業をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４
５．トラックへの積込み・積降しをするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９
６．格納をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２
７．安全銘板の貼付け位置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３
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●本機は芝生の清掃作業を目的としており、小型特殊自動車の型式認定を受けていま

せん。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。

●ここに記載されている注意項目は、安全に関する重要な内容です。必ず守ってくだ

さい。

●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生

じるおそれがあります。

※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ

さい。

１.作業者の体調・服装について１.作業者の体調・服装について

■こんなときは運転しない
●過労・病気・薬物の影響、その他の理由により
　作業に集中できないとき。
●睡眠不足の人。
●視力不足のため表示内容が読めない人。
●取扱説明書の内容が理解できない人。
●酒を飲んだとき。
●妊娠しているとき。
●１８歳未満の人。
●運転が未熟な人。

【守らないと】
思わぬ事故の原因になります。

■作業に適した服装
はち巻き・首巻き・腰タオルは禁止です。ヘルメッ
ト・滑り止めの付いた靴を着用し、作業に適した、
防護具などを付け、だぶつきのない服装をしてく
ださい。

【守らないと】
機械に巻込まれたり、滑って転倒するおそれがあ
ります。

安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください１章
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■定期点検、整備を受ける
１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守
をしてください。特に燃料ホースは２年毎に
交換し、電気配線は毎年点検してください。

【守らないと】
整備不良による事故や機械の故障をまねくお
それがあります。

■機械を他人に貸すときは
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱「取扱
説明書」説明書」を必ず読むように指導してくだ
さい。

【守らないと】
説明不足により、機械の故障、事故・け
がをまねくおそれがあります。

安全に作業をするために必ずお守りください

■安全銘板が破損しているときは、
新しいものと交換する
本機には、操作安全銘板が貼り付けてあります。
内容を十分に理解して、その内容に従ってくださ
い。
操作銘板が汚れで読めなくなった場合は、きれい
にふき取り、読めるようにしてください。または
がれて紛失した場合などは、販売店に注文し、新
しい銘板を貼り付けてください。

【守らないと】
誤った操作により、事故をひきおこす原因になり
ます。

２.使用する機械について２.使用する機械について

■点検、整備をおこなう
使用前と使用後には必ず機械の点検、整備をし
てください。特に、ブレーキペダル・ハンドル・
クラッチペダルなどの操縦装置は、確実に作動
するように点検、整備をしてください。

【守らないと】
整備不良による事故や機械の故障を生じるおそ
れがあります。
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1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

■注油・給油はエンジンが冷えてから
エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・
給油をしないでください。

【守らないと】
燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。

■燃料補給時は火気厳禁
燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、絶対に
しないでください。

【守らないと】
燃料などに引火し、火災をおこすおそれがあります。

■指定の燃料を使用
取扱説明書で指定している燃料を使用してく
ださい。

【守らないと】
性能が落ちたり火災事故をおこすおそれがあ
ります。

３.運転前・作業前点検をするとき３.運転前・作業前点検をするとき

■荷箱下での点検、整備時は
荷箱落下防止金具を使用

【守らないと】
機械の故障、事故・けがをまねくおそれが
あります。
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1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■燃料キャップをしめ、こぼれた
燃料はふき取る
燃料補給後は、燃料キャップを確実にしめ、
こぼれた燃料はきれいにふき取ってくださ
い。

【守らないと】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

■燃料もれに注意
燃料ホースが破損していると、燃料もれを
おこしますので必ず点検してください。

【守らないと】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

■必ず指定のバッテリを使用
バッテリを交換するときは、必ず指定の
バッテリを使用してください。

【守らないと】
火災の原因となることがあります。

■バッテリの点検は火気厳禁
バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。

【守らないと】
バッテリに引火し、爆発して火傷などを引きおこす
おそれがあります。
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■バッテリ液は体につけない
バッテリ液を身体や服につけないようにしてください。
万一付着したときは、すぐに水で洗い流してください。

【守らないと】
火傷をしたり、服が破れるおそれがあります。

■バッテリ液を「下限（LOWER）」「下限（LOWER）」以下にしない
バッテリ液は「上限（UPPER LEVEL）」「上限（UPPER LEVEL）」と「下限 (LOWER LEVEL)」「下限 (LOWER LEVEL)」
の間にあることを確認し、「下限 (LOWER LEVEL)」「下限 (LOWER LEVEL)」以下にしない
でください。

【守らないと】
「下限 (LOWER LEVEL)」「下限 (LOWER LEVEL)」以下になると、容器内の極板接続部がバッ
テリ液から露出し、エンジン始動時に火花が出て、容器内のガ
スに引火して破裂するおそれがあります。

■点検、整備は平坦な安定した場所で
交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしな
い平坦な安定した場所で、タイヤには車止めをし
て点検、整備をしてください。

【守らないと】
機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれ
があります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

■バッテリ取付け、取外しは正しい手順で
バッテリを取付けるときは＋側を先に取付け、取外すと
きは－側から外します。

【守らないと】
ショートして、火傷や火災事故を引きおこすおそれがあ
ります。
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■タイヤホイル取付ボルトの締付け
確認とホイルの傷のチェック
タイヤホイルの取付けボルトは、確実に締付け
てあるか確認してください。そのときにホイル
に傷がないかも確認してください。

【守らないと】
タイヤが外れたりして思わぬ事故をまねくおそ
れがあります。

■タイヤは必ず点検
タイヤの空気圧を標準空気圧に調整してください。
タイヤに亀裂がないか確認してください。

【守らないと】
タイヤがパンクして思わぬ事故をまねくおそれがあ
ります。

■機械の改造禁止
純正部品以外の部品を取付けないでください。
改造をしないでください。

【守らないと】
機械の故障、事故・けがをまねくおそれがあり
ます。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■電気部品・コードを必ず確認
配線コードが他の部品に接触していないか、
被覆のはがれや接続部のゆるみがないかを
毎日作業前に点検してください。

【守らないと】
ショートして火災事故をおこすおそれがあ
ります。
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■点検、整備は高温部が十分冷えてから
マフラーやエンジンなどの高温部分が十分に冷えて
から点検、整備をしてください。

【守らないと】
燃料などに引火して、火災をおこしたり、火傷をす
るおそれがあります。

■ブレーキ・ハンドルは必ず点検
ブレーキの効きが悪かったり、片効きしていな
いか、またハンドルに著しいガタや遊びがない
か、点検してください。

【守らないと】
事故を引きおこすおそれがあります。

■マフラー・エンジン回りのゴミは
取除く
マフラーやエンジン周辺部に芝カス・ゴミ・燃
料などが付着していないか、またマフラーに亀
裂や腐食などの異常がないか、毎日作業前に点
検してください。　

【守らないと】
火災事故やオーバーヒートを引きおこすことが
あります。

■排気ガスには十分に注意
閉切った屋内などではエンジンを始動しないで
ください。エンジンは、風通しのよい屋外で始
動してください。やむを得ず屋内で始動する場
合は、十分に換気をしてください。

【守らないと】
排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいた
るおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■高圧オイルに注意
油圧ホースにゆるみや損傷がないか常に
確認し、点検や修理などで、継手やホース
を外す前には、油圧回路内の圧力をなくし
てください。

【守らないと】
高圧オイルは、皮膚をつきやぶることがあ
り、傷害事故をおこすおそれがあります。

■点検、整備中はエンジン停止
点検、整備、修理または、掃除をするときは、
必ずエンジンを停止してください。

【守らないと】
機械の下敷きや巻込まれてけがをするおそれが
あります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■カバー類は、必ず取付ける
点検、整備などで取外したカバー類は、必ず取
付けてください。

【守らないと】
機械に巻込まれたりして、傷害事故を引きおこ
すおそれがあります。

■部品を交換したり、巻付いた草などを
取除くときはエンジン停止
【守らないと】
機械に巻込まれて重傷を負うおそれがあります。
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４. 作業をするとき４.作業をするとき

■後進するときは低速で
後進で移動するときは低速で行い、後方に
障害物がないか確認してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故をまねくおそれがあります。

■荷箱の下は、立入厳禁
荷箱の下にもぐったり、足を踏入れたりし
ないでください。

【守らないと】
何らかの原因で荷箱が下がったときに、傷
害事故をおこします。

■エンジン始動時は周囲確認
エンジン始動時は、レバーの位置と周囲の安
全を確認してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがありま
す。

■移動時は路肩に注意
坂道・路肩・障害物乗越え・溝のある場所・
軟弱地などでは、十分注意してスピードを落
として走行してください。

【守らないと】
転倒・転落などの事故によりけがをするおそ
れがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■人や動物を近づけない
特に子供には十分注意し、近づけない
ようにしてください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となることがあ
ります。

■周囲に合図してゆっくりと発進
エンジン始動時は、必ず駐車ブレーキレバー
を「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置にし、周囲の人に合
図をしてからエンジンを始動し、急発進しな
いようにゆっくり発進してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがありま
す。

■燃えているゴミの上や
　その近くは走行禁止
【守らないと】
燃料やオイルなどに引火し、火災になる
おそれがあります。

■過積載禁止
最大作業能力以内で運搬してください。特に
坂道では芝カスを軽くして作業してくださ
い。

【守らないと】
転倒などにより機械の破損をまねき、思わぬ
傷害事故の原因となるおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■溝を渡るときはあゆみ板を使用
作業場に入るとき、溝を渡るとき、軟弱な場所を
通るときは、必ずあゆみ板を使用してください。
あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に適したもの
を使用してください。

【守らないと】
スリップや転倒による事故をまねくおそれがあり
ます。

■ブレーキのまま走行禁止
ブレーキペダルを踏んだまま、または駐車
ブレーキレバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置の
ままで走行しないでください。

【守らないと】
ブレーキが効かなくなり、けがをするおそ
れがあります。

■わき見運転や手放し運転禁止
【守らないと】
傷害事故の原因となります。

■ブレーキの使い過ぎ禁止
急な下り坂での走行は十分注意して
行ってください。いつでもブレーキ
を掛けられる姿勢で運転してくださ
い。

【守らないと】
ブレーキが効なくなり、事故をおこ
すおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■坂道やあゆみ板の上では、
　だ性運転禁止

坂道やあゆみ板の上での走行は、十分注意し
て低い速度で走行してください。

【守らないと】
機械の重みで坂を下り、転落などの事故をま
ねくおそれがあります。

■急坂道・あゆみ板の上では変速禁止
急坂道やあゆみ板の上では、「前進１｣「前進１｣、「後進Ｒ ｣「後進Ｒ ｣
の低い速度で走行し、途中での変速はしないでく
ださい。

【守らないと】
機械の重みで坂を下り、事故をおこすおそれがあ
ります。

■荷箱をハイダンプした状態で
走行禁止
荷箱をハイダンプした状態で走行しないでください。

【守らないと】
バランスが崩れやすくなり、そのうえ障害物の確認
ができません。
死亡事故や重大な傷害、物的損害をまねくおそれが
あります。

■坂道では、ハイダンプ作業禁止
坂道では、ハイダンプを利用しての芝カス
の排出はしないでください。

【守らないと】
本機のバランスが崩れ、死亡事故や重大な
傷害、物的損害をまねくおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■５°以上の傾斜地での使用禁止
５°以上の傾斜地では横転の危険が高いので
使用しないでください。

【守らないと】
死亡、または重傷を負う危険性があります。

■芝の清掃作業以外は使用禁止
芝の清掃以外の作業や改造などは決してし
ないでください。また、公道での走行はし
ないでください。

【守らないと】
思わぬ事故をまねくおそれがあります。

■くわえたばこでの作業厳禁
【守らないと】
火災など、思わぬ事故の原因となります。

■マフラーの高温に注意
運転中およびエンジン停止直後の、マフラー・
エンジンは高温ですので触れないでくださ
い。

【守らないと】
火傷をするおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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５. トラックへの積込み・積降しをするとき５.トラックへの積込み・積降しをするとき

■強度・長さ・幅の十分あるあゆみ板を
使用
積込み・積降しをするときは、平坦で交通の安全な場
所に、トラックのエンジンを止め、動かないように駐
車ブレーキを掛け、車止めをしてください。使用する
あゆみ板は、強度・長さ・幅が十分あり、スリップし
ないものを選んでください。

【守らないと】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

《あゆみ板の基準》

●長さ…トラックの荷台高さの 4 倍
以上

●幅……本機のタイヤ幅の 1.5 倍以
上

●強度…本機の総重量に十分耐えら
れるもの（１本当たり）

●表面…すべり止めのあるもの
●形状…固定フックのあるもの

■運転席以外には乗らない
走行中は運転席以外に乗って運転したり、
人を乗せないでください。

【守らないと】
転落などにより、思わぬ傷害事故の原因と
なるおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■機械から離れるときは平坦地に置き
エンジン停止
機械から離れるときは、平坦で安定した場所に置
きエンジンを停止し、駐車ブレーキレバーを「駐「駐
車ブレーキ ｣車ブレーキ ｣ 位置にしてください。やむを得ず傾
斜地に置く場合は、必ず車止めをしてください。

【守らないと】
機械が動きだし、事故の原因となります。

■急な発進・停止・旋回やスピードの
出し過ぎ禁止
発進・停止はゆっくりと行ってください。旋回を
するときは、十分スピードを落としてください。
また、坂道や凸凹道やカーブの多い場所では、十
分速度を落としてください。

【守らないと】
転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれが
あります。
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■トラックには必ず車止めを
積込むトラックの変速は「Ｐ」「Ｐ」または「１速」「１速」・「Ｒ」「Ｒ」
位置に入れ、サイドブレーキを掛けて車止めをし
ておいてください。

【守らないと】
トラックが動いて転落事故などをまねくおそれが
あります。

■あゆみ板は確実に掛ける
あゆみ板をそれぞれのタイヤに合わせ、フック
をトラックの荷台へ確実に掛けてください。

【守らないと】
あゆみ板が外れて本機が転落・転倒し、死亡事
故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれが
あります。

■積込み・積降し作業中、機械の
前には絶対立たない
トラックなどからの積込み・積降し作業中は、
機械の直前には絶対に立たないでください。

【守らないと】
傷害事故をまねくおそれがあります。

■積込み・積降し作業は誘導者を
つけて
トラックなどからの積込み・積降し作業は、
誘導者を付けて、周囲の安全を十分確認して
ください。

【守らないと】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■あゆみ板の上では
ハンドル操作厳禁
ハンドルをしっかり握りあゆみ板の上で進路
変更をすることがないように前もって進路を
定めて最低速度で行ってください。進路を変
えるための、ハンドル操作は絶対にしないで
ください。方向を直す場合は、平坦な場所に
戻ってから行ってください。

【守らないと】
転落などの事故の原因となります。

■登るときは後進、降りるときは
前進でおこなう
積込みの場合「後進Ｒ」「後進Ｒ」、積降しの場合は「前「前
進１」進１」の低い速度で行ってください。

【守らないと】
バランスを崩し転落などの事故を引きおこす
おそれがあります。

■荷箱を下げてあゆみ板を使用
あゆみ板を使用して積込み、積降しをするとき
は、本機の荷箱を下げ、芝カスを載せないで使
用してください。

【守らないと】
バランスが崩れ、転落などの事故の原因になり
ます。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■ロープでトラックに確実に固定
トラックに載せて移動するときは、本機のエン
ジンを停止させ駐車ブレーキを掛け、燃料コッ
クを「Ｃ ( 閉 )」「Ｃ ( 閉 )」にしてから動かないように車
止めをし、強度の十分あるロープでトラックに
本機を確実に固定してください。

【守らないと】
トラックから本機が転落したりして、事故をま
ねくおそれがあります。
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６. 格納をするとき６.格納をするとき

■シートは機械が十分冷えてから
エンジンを停止しエンジン・マフラーなどの高温
部が冷えてからシートをかけてください。長期格
納時は、燃料タンク・気化器内の燃料を抜取って
ください。

【守らないと】
火災事故を引きおこすことがあります。

■機械の近くに可燃物を置かない
機械を格納するときは、平坦で安定した場所
に置き、エンジンを停止してください。やむ
を得ず傾斜地に置く場合は、必ず車止めをし
てください。近くに燃えやすい物がないか、
また、燃えやすい物があれば取除いてくださ
い。

【守らないと】
機械が動きだしたり、火災事故を引きおこす
ことがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

■長期格納時はバッテリとキーを外す
長期間使用しないで格納する場合は、バッテリを
取外し、キーを抜取り保管してください。バッテ
リを取外すときは、－側を先に外します。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。



23

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

安全に作業していただくために安全銘板の貼付け位置を示したものです。
安全銘板は常に汚れや破損がないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼り直してください。

④

⑤ ⑥

③

⑦

②

７.安全銘板の貼付け位置７.安全銘板の貼付け位置

①

⑧ ⑨
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1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

№ 部品番号 品名 № 部品番号 品名

１ １Ｎ１３１３－９３１７０ 警告(駐車ブレーキ操作) ９ １Ｎ３５４４－９３１３０ 注意(取説スイーパー)

２ １Ｎ３５４４－９３２００ 警告(作業服装・改造) 10 １Ｎ３５２０－９３２１０ 警告(可動部)

３ １Ｎ３５４４－９３２１０ 警告(取説スイーパー) 11 １Ｅ５１２０－８６７２０ 注意(マフラー)

４ １Ｎ１３１３－９３１８０ 警告(坂道変速禁止) 12 １Ａ２１００－８６５００ 危険(火気厳禁)

５ １Ｅ１１６２－９３０３０ 注意(駐車ブレーキ) 13 １Ｎ３５１０－９３２９０ 危険(昇降部)

６ １Ｅ１１６０－９３０４０ 警告(急斜地) 14 １Ｃ６７００－８５６７０ 注意(カバー装着)

７ １Ｎ１３１３－９３１６０ 警告(エンジン始動時) 15 １Ａ２２６０－８７１００ 警告(排ガス)

８ １Ｎ３５４４－９３１７０ 危険(坂道・路肩)

⑮

⑩２枚

※№ 10・№ 13 は反対側にも貼り付けてあります。

⑫

⑪２枚

⑭⑬２枚
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保証とサービスについて保証とサービスについて２章

〈連絡していただきたい内容〉

●型式名と製造番号

●エンジンの場合は型式と製造番号

●ご使用状況は？
　（何速で、どんな作業をしていたときに）

●どのくらい使用されましたか？

　（約□□□時間使用後）

●不具合が発生したときの状況をできるだけ詳
しく教えてください。

〈補修部品の供給年限について〉

この製品の補修用部品の供給年限（期間 ) は、
製造打ち切り後９年です。ただし、供給年限内
であっても、特殊部品については納期などをご
相談させていただく場合もあります。補修用部
品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了
しますが、供給年限経過後であっても、部品供
給のご要請があった場合には、納期および価格
についてご相談させていただきます。

保証書は大切に保管してください

「保証書」「保証書」はお客様が保証修理を受けられる際に
必要となるものです。お読みになった後は大切
に保管してください。

機械の調子が悪いときに点検・処置をしても、
なお不具合があるときは、下記の点を明確にし
て、お買上げいただいた販売店までご連絡くだ
さい。

アフターサービスをお受けになる
ときは

エンジン番号

型式名と製造番号

機械の廃棄について

機械を廃棄する場合、購入された販売店もしく
は廃棄物処理業者に依頼してください。
法律に違反する行為は絶対にしないでください。
詳しくは、お住まいの自治体の指導に従ってく
ださい。
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●ブラシクラッチレバー
エンジンからの動力により、ブラシを回すの
に使用します。

●ブラシ高さ調節レバー
ブラシの高さを調節するときに使います。

●駐車ブレーキレバー
駐車ブレーキに使用します。

●主変速レバー
変速をするときに使います。

●バックミラー

●ハンドル
旋回するときに使用します。

●座席

●前輪タイヤ
１８×７.００－８ ２ＰＲ ＰＤ

●アクセルレバー
エンジンの回転を上げたり、下げたりするの
に使用します。

●後輪タイヤ
２０×１０.００－８ ４ＰＲ ＰＤ

●荷箱

●ロックレバー
後部扉をロックするレバーです。

●後部扉

各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき３章
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各部のなまえと各操作部のはたらき

●ライトスイッチ
スイッチを引くとライトが点灯します。

●ブザースイッチ
芝カスが一杯になったことを知らせるブザー
を停止するスイッチです。

●ダンプレバー
荷箱の上昇・下降に使用します。

●アワメータ
点検 ･ 部品交換時に、この時間を目安
にします。

●ウインカスイッチ
キースイッチが「入 ｣「入 ｣ 位置のときにスイッチ
操作をするとウインカが点滅します。

   （手前に引くとホーンが鳴ります。)

●ブラシ上下レバー
ブラシを上下させるのに使用します。

●キースイッチ
エンジンの始動・停止に使用します。

●クラッチペダル
エンジンからミッションまでの動力を伝えた
り、切ったりするのに使用します。ペダルを
踏むと「切 ｣「切 ｣となり、放すと「入 ｣「入 ｣となります。

●ブレーキペダル
ペダルを踏むとブレーキが掛かり、放すと解
除になります。

●アクセルペダル
エンジンの回転を上げたり、下げたりするの
に使用します。

●チルトレバー
ハンドルの位置を変更するときに使います。
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１. 運転前の点検１.運転前の点検

●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は絶
対にしないでください。

●エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、注油・
給油は絶対にしないでください。

●燃料補給後は、燃料キャップを確実に締めこ
ぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

●燃料ホースが破損していると、燃料もれをお
こしますので必ず点検してください。守らな
いと、火傷や火災をおこすおそれがあります。

●点検、整備は、交通の危険がなく機械が倒れ
たり動いたりしない平坦で安定した場所に車
止めをした上で行ってください。守らないと、
思わぬけがをするおそれがあります。

●マフラー・エンジン回りのゴミは取除いてく
ださい。またマフラーに亀裂や腐食などの異
常がないかも点検してください。火災事故や
オーバーヒートを引きおこすことがあります。

●点検、整備を行うときは、本機のエンジンを
停止させてください。守らないと、思わぬけ
がをするおそれがあります。また、高温部分
が十分に冷えてから行ってください。高温部
に触れると、火傷をするおそれがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてください。守らないと機械に巻込ま
れて、傷害事故をおこすおそれがあります。

安全で快適な作業を行うには、本機を使用する
前に必ず始業点検を行い、異常箇所は直ちに整
備してから作業を始めてください。また、作業
終了時も点検を行って異常がないかチェックし
てください。

点検は次の順序で行ってください。

①前日の異常箇所

②本機のまわりを回ってみて

●前日の作業中に異常を感じたところがあれば
作業に支障がないか点検します。

●各部の変形・損傷・汚れ

●ミッションオイルの油もれ　　　　 　……59

●タイヤ空気圧・磨耗度合・損傷　　 　……65

●タイヤホイル・スイングピン・スイングパイ
プなどの取付けボルト・ナットのゆるみ …70

●機体各部の損傷、ボルトのゆるみ

●エンジンオイルの量と汚れ、油もれ　　 …57

●感電ショック防止のため、運転中はプラグコー
ド・点火プラグ・プラグキャップ部に触れな
いでください。

運転と作業のしかた運転と作業のしかた－お使いになる前に点検を行ってください。４章
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④レバーを操作してみて●燃料の量と燃料もれ、燃料ホースの損傷　
……30、61

●エアクリーナの汚れ　　　　　　　 　……60

●マフラーなどの高温部分のほこりやゴミ

●バッテリ液の量　　　　　　　　　　 ……63

●各レバーの遊び量、作動状態　　……66 ～ 69

⑤エンジンを始動してみて

●エンジン始動後の異音

●排気ガスの色

●配線コードの被覆のはがれや接続部のゆるみ
……61

③バッテリカバーを開けてみて

●マフラーの亀裂や腐食などの異常

運転と作業のしかた
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－お使いになる前に点検を行ってください。

①燃料タンクカバーの取っ手を持上げてカバー
を開きます。

２.燃料の点検・２.燃料の点検・
給油のしかた給油のしかた

●燃料はひかえめに入れてください。機体が傾
斜したときに燃料キャップから燃料があふれ
ることがあります。万一、引火した場合、火
災のおそれがあります。

●ガソリンはポリタンクで保管しないでくださ
い。樹脂成分の溶解・紫外線透過により変質
しやすくキャブレタ部品の穴詰まりなどのト
ラブルの原因となります。ガソリンを保管す
る場合は、ガソリン専用の鋼製燃料タンクで
保管してください。

［重要］

点検・給油

●ガソリンは常に新しいものを使ってください。
購入後、１ヶ月以上経過したガソリンの使用
は気化器部に粘着物が付着する原因となり、
運転不調をおこすおそれがあります。

●給油口を開けるときは、エンジンを切ってか
ら、少なくとも２分間は冷却させてください。

②燃料タンク上面の給油口を開けて、燃料の残
量を調べ、不足している場合は、補給してく
ださい。

取っ手 燃料タンクカバー

③給油は「自動車用無鉛ガソリン」「自動車用無鉛ガソリン」を給油口の
ストレーナ下部より、やや控えめに入れてく
ださい。

④燃料補給後は、燃料キャップを確実に締めて
ください。

給油口

ストレーナ
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リクラインレバー

ロックロック

フリーフリー

倒す倒す

起す起す

３．各部の操作のしかた３．各部の操作のしかた

座席の合わせかた座席の合わせかた

４章　運転と作業のしかた

リクライニング
リクラインレバーをフリー側に動かすと背もた
れが倒れます。

※必ず、座席が固定されたことを確認してくだ
さい。

座席の位置や、背もたれの位置、座席のクッショ
ンの調節ができます。

座席の位置
座席の右下のスライドレバーをフリー側に動か
すと座席が前後にスライドします。レバーを引
きながら位置を合わせ、位置が決まったらレバー
から手を放してください。

前

後

クッション
体重調節グリップを「＋」「＋」側に回すとクッショ
ンが固くなり、「－」「－」側に回すとクッションが軟
らかくなります。

体重調節グリップスライドレバー

ロックロック

フリーフリー

－(軟らかい)(軟らかい)
＋(固い)(固い)

キースイッチを「入」「入」位置にしてライトスイッ
チを引くとライトが点灯します。

ホーンはウインカスイッチを引くと鳴ります。

ホーンのつかいかたホーンのつかいかた

ライトの点灯のしかたライトの点灯のしかた

●エンジン停止中は、ライトを消してください。
バッテリが放電します。

［重要］

引く引く

ウインカスイッチ

入

キースイッチライトスイッチ

引く引く
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ハンドルの合わせかたハンドルの合わせかた

ハンドルの位置を体格に合せて変えることがで
きます。
左右のチルトレバーを外側に引いてフリーにし、
締まる方向に一杯移動させ、チルトレバーを放
して収まる位置で固定します。
固定されたチルトレバーを持ち、緩む方向に動
かして緩め、ハンドルを希望の位置に動かし、
位置が決まったらチルトレバーを締まる方向に
動かして確実に締付けて固定してください。

※必ず、ハンドルが固定されたことを確認して
ください。

チルトレバー

締まる締まる

引く引く

引く引く

緩む緩む
締まる締まる

緩む緩む

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

●運転中、エンジン、マフラーは高温になりま
すので触らないでください。また、エンジン
が停止しても、すぐに手を触れないでくださ
い。エンジンやマフラーなどの高温部で火傷
のおそれがあります。

４. エンジンの始動・４.エンジンの始動・
停止のしかた停止のしかた

●エンジン始動時は、駐車ブレーキレバーを「駐「駐
車ブレーキ｣車ブレーキ｣位置にして、周囲の安全を確認し、
人や動物を近づけないでください。守らない
と、傷害事故をおこすおそれがあります。

●閉切った室内では、エンジンの始動および暖
機運転はしないでください。エンジンは風通
しのよい屋外で始動してください。やむをえ
ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして
ください。守らないと、排気ガスによる中毒
をおこし、死亡事故をおこすおそれがありま
す。

●機械を使う前と後には、必ず点検、整備をし
てください。駐車ブレーキレバーなどの操縦
装置は、確実に作動するように点検、整備を
してください。守らないと、傷害事故をおこ
すおそれがあります。

●暖機運転中は、駐車ブレーキを掛けてくださ
い。守らないと、何らかの原因で本機が走り
だし事故をおこすおそれがあります。

●エンジン停止状態で長時間、キースイッチを
「入 ｣「入 ｣ 位置にしないでください。アワメータが
作動し、バッテリの放電の原因になります。

●マフラーやエアクリーナカバーを外したまま
エンジンを運転しないでください。守らない
と傷害事故をおこすおそれがあります。
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４章　運転と作業のしかた

エンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかた

②クラッチペダルを踏込んでクラッチを切り、
ブレーキペダルを踏込んで、駐車ブレーキレ
バーを引いて「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣位置にします。

①燃料コックを「Ｏ (開 )」「Ｏ (開 )」にします。

※クラッチペダルは、完全に踏込んでください。
始動安全スイッチが働き、セルモータが回り
ません。確実に踏込んでからエンジンをスター
トしてください。

燃料コック

Ｏ(開)Ｏ(開)

切

踏込む踏込む

ブレーキペダル

踏込む踏込む

クラッチペダル

ブレーキブレーキ

駐車ブレーキレバー

引く引く

主変速レバー

④アクセルレバーを少し「高 ｣「高 ｣側にします。

③主変速レバーを「Ｎ (中立 )｣「Ｎ (中立 )｣ 位置にします。

⑤チョークノブを引きます。

※エンジンが暖まっているときはチョークノブ
を引かないでください。

アクセルレバー

高

チョークノブ

引く引く
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●約５秒以上セルモーターを使ってもエンジン
がかからない場合、いったんキースイッチを
切り、１分間以上バッテリを休ませてから、
再び始動させてください。

●エンジン回転中は、絶対にキースイッチを「ス「ス
タート」タート」位置にしないでください。

⑥キースイッチを「スタート」「スタート」位置まで回します。

※エンジン始動後は、約５分間は、負荷をかけ
ずにエンジンをかけたままにしておいてくだ
さい。　　　　　　　（エンジンの暖機運転）

⑦エンジンが始動したら、エンジン回転の調子
を見ながら、チョークノブを徐々に元に戻し
ます。最後には必ず一杯戻してください。

※主変速レバーは「Ｎ ( 中立 )｣「Ｎ ( 中立 )｣ 位置にして駐車
ブレーキレバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置にし
てください。突然発進して危険です。

●冬期など外気温が低いときは、アイドリング
時のエンジン回転が規定よりも低くなり、ハ
ンチング ( 回転ムラ ) をおこす場合がありま
す。そのような場合は、アクセルレバーを高
速側と低速側の中間位置にして、暖機運転を
行ってください。

［重要］

キースイッチ

スタートスタート

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

リコイルによる始動のしかたリコイルによる始動のしかた

バッテリの電圧不足でセルスタートができない
場合は、次の要領で始動してください。

②キースイッチを「入」「入」位置にします。

※１回で始動しない場合は、①～③を繰返して
ください。

① 33 ページの「エンジンの始動のしかた ｣「エンジンの始動のしかた ｣ の①
～⑤までの操作をします。

③リコイルスタータを握り、圧縮位置まで軽く
引きその位置から勢いよく引張ってください。

※リコイルでエンジンを始動する場合、クラッ
チペダルを踏込まなくてもエンジンが始動し
ますので、必ず主変速レバーを「Ｎ ( 中立 )｣「Ｎ ( 中立 )｣
位置にして駐車ブレーキレバーを「駐車ブレー「駐車ブレー
キ ｣キ ｣ 位置にしてください。突然発進して危険
です。

入

キースイッチ

リコイルスタータ

引張る引張る
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４章　運転と作業のしかた

エンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかた

①アクセルレバーを「低」「低」位置にして、エンジ
ンを停止します。

②キースイッチを「切」「切」位置にします。

③燃料コックを「Ｃ (閉 )」「Ｃ (閉 )」にします。

アクセルレバー

低

キースイッチ

切

燃料コック

Ｃ (閉 )Ｃ (閉 )

５. 発進・旋回・変速・５.発進・旋回・変速・
停止のしかた停止のしかた

●発進・停止はゆっくりと行ってください。旋
回するときは、十分にスピードを落としてく
ださい。また坂道・路肩・凸凹道やカーブの
多い場所では、十分に速度を落としてくださ
い。思わぬ事故の原因となります。

●急傾斜地での斜め走行はしないでください。
横転して事故をまねくおそれがあります。

●後進時は、低速にし、後方に十分注意してく
ださい。転倒などにより、けがをするおそれ
があります。

●発進するときは、各レバーの位置と周囲の安
全を確かめて発進してください。思わぬ事故、
けがをまねくおそれがあります。

●本機を使用しないときは、必ずキーを抜いて
安全な場所に保管してください。守らないと、
児童などが操作して事故をおこすおそれがあ
ります。

●小型特殊自動車の型式認定を受けていません。
法令により公道走行は禁止されていますので
しないでください。

●本機から離れるときは、平坦で堅固な安定し
た場所に置き、必ず駐車ブレーキレバーを「駐「駐
車ブレーキ ｣車ブレーキ ｣ 位置にして、エンジンを止め、
車止めをしてください。守らないと本機が動
きだし事故をおこすおそれがあります。

●走行中は駐車ブレーキレバー、またはブレー
キペダルを「ブレーキ」「ブレーキ」位置に連続して入れ
ないでください。ブレーキが磨耗して、効か
なくなり、暴走して大変危険です。

●走行中は、絶対にクラッチペダルの上に足を
のせないでください。守らないと、事故をお
こすおそれがあります。
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

切

踏込む踏込む

ブレーキペダル

踏込む踏込む

クラッチペダル

ブレーキブレーキ

主変速レバー

発進のしかた発進のしかた

③主変速レバーで希望の速度をえらびます。

①駐車ブレーキレバーが「ブレーキ」「ブレーキ」位置にあ
ることを確認してください。

②クラッチペダルを踏込んでクラッチを切り、
ブレーキペダルを踏込みます。

④アクセルレバーでエンジンの回転を少し上げ
ます。

※駐車ブレーキレバーを引いた状態で、ボタン
を押して解除します。

⑤ブレーキペダルを放して、アクセルペダルか
アクセルレバーでエンジンの回転を少し上げ
ながら駐車ブレーキレバーを「解除」「解除」位置にし、
クラッチペダルをゆっくり放して発進します。

ブレーキペダルクラッチペダル

アクセルペダル

入

放す放す

解除解除

放す放す
高

駐車ブレーキレバー

押す押す

ボタン

駐車ブレーキレバー

引く引く

アクセルレバー

高
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４章　運転と作業のしかた

※アクセルレバーとアクセルペダルは連動して
おり、常にアクセルレバーが優先になります。
アクセルペダルを操作する場合は、アクセル
レバーを「低 ｣「低 ｣ 位置にしてアクセルペダルを
操作してください。

※アクセルペダルは足を放すと戻りますが、ア
クセルレバーは手で戻さないと戻りません。

旋回のしかた旋回のしかた

●旋回するときは、必ずアクセルレバーを低速
側に戻してスピードをおとし、安全を確認し
てから、ハンドル操作をしてください。

左に旋回するときは、ウインカスイッチを「Ｌ「Ｌ
( 左 )｣( 左 )｣ 位置にしてハンドルを左側に操作し、右
に旋回するときは、ウインカスイッチを「Ｒ「Ｒ
( 右 )｣( 右 )｣ 位置にして右にハンドルを操作してくだ
さい。旋回後はウインカスイッチを戻してくだ
さい。

ウインカスイッチ

Ｌ

Ｒ

左旋回 右旋回

ハンドル

主変速レバー

切

踏込む踏込む

ブレーキペダル

踏込む踏込む

クラッチペダル

ブレーキブレーキ

変速のしかた変速のしかた

●主変速レバーを操作するときは、必ずクラッ
チペダルを踏込んでクラッチを切り、ブレー
キペダルを踏込んで確実に停止してから操作
をしてください。思わぬ方向に動きだし重大
な傷害、機械の破損をまねくおそれがありま
す。

●急坂道やあゆみ板の上では「前進１｣「前進１｣位置、「後「後
進Ｒ ｣進Ｒ ｣ 位置の低い速度で走行し、途中での変
速はしないでください。暴走して事故をおこ
すおそれがあります。

変速する場合は、次の要領で行ってください。

①クラッチペダルを踏込んでクラッチを切り、
ブレーキペダルを踏込んでブレーキを掛けて
停止します。

②主変速レバーで希望の速度を選びます。
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

アクセルレバー

高

ブレーキペダルクラッチペダル

アクセルペダル

入

放す放す

解除解除

放す放す
高

③ブレーキペダルを放して、アクセルレバーか
アクセルペダルでエンジンの回転を上げなが
ら、クラッチペダルをゆっくり放して発進し
ます。

●走行中の変速は、機械の破損の原因になりま
すのでしないでください。

［重要］

※アクセルレバーとアクセルペダルは連動して
おり、常にアクセルレバーが優先になります。
アクセルペダルを操作する場合は、アクセル
レバーを「低 ｣「低 ｣ 位置にしてアクセルペダルを
操作してください。

※アクセルペダルは足を放すと戻りますが、ア
クセルレバーは手で戻さないと戻りません。

切

踏込む踏込む

ブレーキペダル

踏込む踏込む

クラッチペダル

ブレーキブレーキ

停止のしかた停止のしかた

①アクセルレバーを低速側に戻すか、アクセル
ペダルを放してスピードを落とします。

②クラッチペダルを踏込んでクラッチを切り、
ブレーキペダルを踏込んでブレーキを掛けて
停止します。

※アクセルペダルは足を放すと戻りますが、ア
クセルレバーは手で戻さないと戻りません。

アクセルレバー

低

アクセルペダル

放す放す
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４章　運転と作業のしかた

駐車ブレーキレバー

引く引く

キースイッチ

切

燃料コック

Ｃ (閉 )Ｃ (閉 )

⑤キースイッチを「切」「切」位置にします。

駐車のしかた駐車のしかた

●駐車するときは、平坦で堅固な場所に必ず駐
車ブレーキレバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置に
して止めてください。やむを得ず傾斜地に置
く場合は、必ず車止めをしてください。

⑥燃料コックを「Ｃ (閉 )」「Ｃ (閉 )」にします。

主変速レバー

④主変速レバーを「Ｎ (中立 )｣「Ｎ (中立 )｣ 位置にします。

③駐車ブレーキレバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置
にします。
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６. 作業のしかた６.作業のしかた

●最大作業能力以上は芝カスを積まないでくだ
さい。機械が破損して思わぬ事故をおこすお
それがあります。

●坂道では芝カスの重量を軽くして、安全に走
行してください。

●坂道では芝カスの排出はしないでください。
本機の前後バランスが崩れたり、思わぬ傷害
事故の原因になるおそれがあります。

●走行中は、運転者以外の人を乗せたり、荷物
を載せたりしないでください。転落などによ
り、思わぬ傷害事故の原因になるおそれがあ
ります。

●５°以上の傾斜地では使用しないでください。
死亡、または重傷を負う危険性があります。

ブザースイッチを引いておくと、荷箱に芝カス
が満杯近くになると自動的にホッパー満杯セン
サーが感知してブザーが鳴ります。

ブザースイッチのつかいかたブザースイッチのつかいかた

ブザースイッチ

引く引く

ホッパー満杯センサー

※ブザースイッチを押して「切」「切」にするとブザー
が止まります。

●ハイダンプした荷箱の下には、入らないでく
ださい。

●荷箱を上げての点検、整備は、荷箱落下防止
金具をセットしてください。何らかの原因で
荷箱が落下し傷害事故をおこすおそれがあり
ます。

●坂道でのハイダンプを利用した芝カスの排出
は絶対にしないでください。本機が浮上がり
転倒・転落事故をおこすおそれがあります。

●荷箱をハイダンプした状態で走行しないでく
ださい。バランスが崩れやすくなり、その上、
障害物の確認ができません。死亡事故や重大
な傷害、物的損害をまねくおそれがあります。

荷箱の操作のしかた荷箱の操作のしかた

●ダンプをするときは、駐車ブレーキレバーを
「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣位置にし、主変速レバーを「Ｎ「Ｎ
( 中立 )｣( 中立 )｣ 位置にしてください。機械が動いた
り、転倒のおそれがあります。

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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４章　運転と作業のしかた

ダンプレバー

上ル上ル

下ル下ル

荷箱のハイダンプ操作は、次の要領で行ってく
ださい。

①ダンプレバーを「上昇 ｣「上昇 ｣ 位置に操作し、荷箱
をハイダンプさせます。

②排出後は、ダンプレバーを「下降 ｣「下降 ｣ 位置に操
作し、荷箱を元に戻します。

［重要］

ハイダンプ

①荷箱をハイダンプさせ、荷箱落下防止金具の
スナップピンと固定ピンを取外し、荷箱落下
防止金具を固定してあるピンを抜きます。

②荷箱落下防止金具を下げてシリンダーにはめ
込み、スナップピンと固定ピンを取付けて荷
箱落下防止金具をセットします。

荷箱落下防止金具のセットしかた

荷箱落下防止金具

油圧シリンダー

下げる

スナップピン

固定ピン

ピン

荷箱落下防止金具

抜く抜く

スナップピン

固定ピン

●エンジン停止中に、ダンプレバーを操作する
と、荷台はゆっくり降下しますが、オイルタ
ンクよりオイルが噴き出すことがありますの
で緊急時以外は操作しないでください。

※排出後は、平坦な場所で荷箱を降ろし、ロッ
クレバーで扉が確実にロック出来ていること
を確認してください。
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●ブラシクラッチレバーを「切」「切」位置にしても、
しばらくはブラシは回転しています。手を触
れたりしないでください。また、物の飛散に
より重大な傷害事故をおこすおそれがありま
す。余裕を持ってブラシクラッチレバーを「切」「切」
位置にしてください。

芝生の清掃作業のしかた芝生の清掃作業のしかた

●傾斜地では、低速で作業をしてください。守
らないと転倒のおそれがあります。

●最低地上高が低いため、凸凹に注意して作業
をしてください。

●後進での走行は、特に後方確認ができません
ので、誘導者をつけてください。

●傾斜地で、ハイダンプすると後部扉が閉まら
ない場合がありますで平坦地で操作してくだ
さい。

●荷箱の網は定期的に掃除をしてください。

●清掃作業中は、周囲に石や物が飛ぶことがあ
りますので、人や動物が居ない、壊れる物の
ない場所で使用してください。

●下り坂では、エンジン回転を落としてエンジ
ンブレーキを利用し、低速で走行してくださ
い。

●清掃作業に入る前に作業区域を確認をし、付
近に傾斜地や崖など、危険な場所がある場合
は、作業前に境界表示を行い、安全区域内で
作業をし、暴走・転落に十分注意してください。

●ブザーが鳴ると荷箱がほぼ満杯です。

●傾斜地で積込み移動時、ブラシ上下レバーを
操作し、油圧ポンプがリリーフするまで「上「上
ル ｣ル ｣ 方向にブラシ上下レバーを操作してくだ
さい。

●清掃作業中は、リリーフ音がするまでブラシ
上下レバーを「下ル｣「下ル｣方向に操作してください。

●荷箱を上げて点検、整備をするときは、必ず
荷箱落下防止金具をセットしてください。荷
箱が下がったときに、けがをするおそれがあ
ります。

［重要］

荷箱落下防止金具

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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４章　運転と作業のしかた

駐車ブレーキレバー

引く引く

⑤高さ調節ガイド板の位置決めボルトを一杯に
緩めます。

⑦穴は５㎜間隔で高さを調節できます。低くす
るときは数字の大きい方に、高くするときは
数字の小さい方にして、ブラシ高さを調節し
てください。

⑥ブラシ高さ調節レバーをエンジン側に移動さ
せピンを穴から外し、希望の穴に差替えます。

⑧調節ができたら、位置決めボルトをしっかり
締付けてください。

④すきまが規定量でない場合、エンジンを始動
して、ブラシ上下レバーを「上ル」「上ル」方向へ操
作し、ブラシを上げてエンジンを停止し、調
節します。

高さ調節ガイド板 位置決めボルト

ブラシ高さ調節レバー

ピン

下ル下ル

上ル上ル

ブラシ上下レバー

上ル上ル

ブラシ上下レバー

下ル下ル

①本機を平坦な場所に停止させ、駐車ブレーキ
レバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣位置にします。

②ブラシ上下レバーを「下ル」「下ル」方向へ操作し、
油圧ポンプのリリーフ音がするまでブラシを
下げてエンジンを停止させます。

清掃作業の操作は、次の要領で行ってください。

ブラシ

すきま
０～５㎜

芝表面

③ブラシと芝生のすきまが０～５㎜になってい
るか確認します。
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駐車ブレーキレバー

押す押す

ボタン

アクセルレバー

高

ブレーキペダルクラッチペダル

アクセルペダル

入

放す放す

解除解除

放す放す
高

主変速レバー

切

踏込む踏込む

ブレーキペダル

踏込む踏込む

クラッチペダル

ブレーキブレーキ

※駐車ブレーキレバーを引いた状態で、ボタン
を押して解除します。

⑫ブレーキペダルを放して、アクセルペダルか
アクセルレバーでエンジンの回転を少し上げ
ながら駐車ブレーキレバーを「解除」「解除」位置にし、
クラッチペダルをゆっくり放して発進します。

※アクセルペダルは足を放すと戻りますが、ア
クセルレバーは手で戻さないと戻りません。

※アクセルレバーとアクセルペダルは連動して
おり、常にアクセルレバーが優先になります。
アクセルペダルを操作する場合は、アクセル
レバーを「低 ｣「低 ｣ 位置にしてアクセルペダルを
操作してください。

⑪アクセルレバーでエンジンの回転を少し上げ
ます。

踏込み踏込み

⑩主変速レバーで希望の速度をえらびます。

⑨エンジンを始動して、クラッチペダルを踏込
んでクラッチを切り、ブレーキペダルを踏込
んでブレーキを掛けます。

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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ブラシ上下レバー

上ル上ル

下ル下ル

切

ブラシクラッチレバー

⑬ブラシクラッチレバーを、走行しながら「入」「入」
位置にして、清掃作業を行います。

⑭清掃作業が終了したら、ブラシクラッチレバー
を「切」「切」位置にします。

●ブラシの磨耗に応じて、ブラシ高さ調節ロッ
ドで調節してください。

●ブラシを交換する場合は、一度に全部のブラ
シを交換してください。

⑮ブラシ上下レバーを一番上にします。

［重要］

●清掃作業以外は、ブラシ上下レバーを一番上
にしてください。特に移動時はブラシを上げ
て走行してください。

●芝生の上での旋回は、芝生を傷めないように
大回りをしてください。

●作業を行ったその日の内にブラシと荷箱の中
の網を洗浄してください。

●標準以外のブラシは使用しないでください。

ブラシクラッチレバー

入
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７. 坂道での運転のしかた７.坂道での運転のしかた

●５°以上の傾斜地では本機を使用しないでく
ださい。転倒のおそれがあります。

●作業場への出入りや段差を乗り越えるときは、
十分強度のあるあゆみ板を使用し、荷箱は空
にして、重心を低くしてください。

●急な傾斜を登ったり、降りたりする場合は低
い速度で行ってください。

●作業場への出入りは、作業場にたいして直角
に出入りしてください。

８. 作業場への出入りの８.作業場への出入りの
しかたしかた

●変速は坂を登りつめてから、希望する変速位
置に入れ直してください。坂の途中で停車す
る場合は、駐車ブレーキを掛けてください。

●上り坂で発進する場合は、遅い変速位置に入
れ、エンジン回転を落としてゆっくり発進し
てください。急発進すると、前輪がはね上が
り大変危険です。

●坂道では駐車をしないでください。守らない
と本機が坂をすべり落ちて、事故をおこすお
それがあります。

●あらかじめ適正な速度段を選択し、坂道を走
行中は、主変速レバーを操作しないでくださ
い。

●坂道では、スピードに十分注意して、ゆっく
りと走行し、急な下り坂ではエンジンブレー
キを活用してください。

●坂道では主変速レバーを「Ｎ ( 中立 )」「Ｎ ( 中立 )」位置に
しないでください。

●坂の途中では、クラッチペダルを踏込まない
でください。本機がすべり落ちて大変危険で
す。

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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●積込み、積降しの場所は、交通の安全が確保
でき、平坦で安定した場所を選んでください。
思わぬ事故やけがをまねくおそれがあります。

●トラックはエンジンを止め、動かないように
サイドブレーキを掛け、「車止め」、「車止め」をしてくだ
さい。

●使用するあゆみ板は、幅、長さ、強度が十分
あるスリップしないものを選び、あゆみ板が
外れないように、フックをトラックの荷台に
しっかり掛けてください。

●荷箱を下まで一杯下げて、芝カスは積まない
でください。

●誘導者は、機械の直前に立たないでください。
機体が不意に動いたときに思わぬ事故やけが
をまねくおそれがあります。

●積込みは「後進Ｒ」「後進Ｒ」、積降しは「前進１「前進１」でゆっ
くりと行ってください。守らないと転倒・転
落による事故やけがをまねくおそれがありま
す。

●本機があゆみ板とトラックなどの継目を越え
るときには、急に重心が変わりますので、十
分に注意してください。転倒・転落による事
故やけがをまねくおそれがあります。

●トラックなどに積んで移動するときは、十分
強度のあるロープを使用し、確実に固定して
ください。さらに「車止め」「車止め」をしてください。
守らないと、機械の転落や、運転席への突込
みによる重大な事故やけがをまねくおそれが
あります。

②基準に合ったあゆみ板を用意します。

③あゆみ板のフックを、トラック荷台と段差の
ないように確実に掛けてください。

④左右のタイヤがあゆみ板の中央に位置するよ
うに、本機をセットしてから積込み、積降し
を行ってください。

⑤積込みの場合は「後進Ｒ」「後進Ｒ」で、積降しの場合
は「前進１」「前進１」の低い速度で行ってください。

９.トラックへの積込み・９.トラックへの積込み・
積降しのしかた積降しのしかた

●トラックへの積込み、積降しは、あゆみ板の
上で進路変更をすることがないように進路を
定めて最低速度で行ってください。進路を変
えるためのハンドル操作は絶対にしないでく
ださい。守らないと転落などの事故をおこす
おそれがあります。

①周囲に危険物のない、平坦な場所を選びます。

⑥積込み中、途中でエンジンがストップした場
合は、いったん下まで降りてエンジンを再ス
タートしてください。

あゆみ板は、基準にあった十分強度のあるも

のをご使用ください。

●長さ…トラックの荷台高さの 4倍以上

●幅……本機のタイヤ幅の 1.5 倍以上

●強度…本機の総重量に十分耐えられるもの

（１本当たり）

●表面…すべり止めのあるもの

●形状…固定フックのあるもの

《あゆみ板の基準》
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作業後の手入れについて作業後の手入れについて５章

●燃料を抜くときは、くわえタバコや裸火照明
は絶対にしないでください。エンジンを止め、
エンジン、マフラーなどの高温部が冷えてか
ら必ず燃料受けを用意し、燃料をこぼさない
ようにしてください。燃料などに引火し火災
のおそれがあります。

●シートを掛ける場合は、エンジンを停止し、
エンジンやマフラーが十分冷えたことを確認
してから掛けてください。守らないと、火災
をおこすおそれがあります。

●お手入れは、平坦な安定した場所で行ってく
ださい。守らないと機械が転倒して、思わぬ
けがをするおそれがあります。

●格納時は平坦で安定した場所に置いてくださ
い。やむを得ず傾斜地に置く場合は必ず「車
止め」をしてください。本機が自然に動いて
事故になります。

●お手入れは、エンジンを停止させて行ってく
ださい。守らないと思わぬけがを負うおそれ
があります。また、高温部分が十分に冷えて
から行ってください。高温部に触れると、火
傷をするおそれがあります。

●近くに燃えやすいものがあれば取除いてくだ
さい。火災の原因になります。

１. 作業後の手入れ１.作業後の手入れ

その日の内に水洗いをし、水洗い後はよく水分
をふき取って、各回転・摺動部に油をたっぷり
差してください。

●水洗いをするときは、エンジンおよびマフラー
部などの高温部には水をかけないでください。
また、エアクリーナの吸気口に水が入らない
ようにしてください。

●電装品には水を掛けないようにしてください。
故障の原因となります。

●エンジン・マフラーなどの芝カス、草などは
必ず取除いてください。そのまま運転します
と、火災の原因になることがあります。また
マフラーに亀裂や腐食などの異常がないかも
点検してください。

［重要］
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ダンプレバー

上ル上ル

下ル下ル

②荷箱の扉を手で広げて持上げ、左右の固定金
具のフックを溝に入れて固定します。

③ダンプレバーを「下降 ｣「下降 ｣ 位置にして荷箱を降
ろし、荷箱の中の網のボルトゆるめて網を取
出して掃除をしてください。

④掃除がすんだら、網をよく乾燥させ、元通り
に取付けてください。このとき、網を奥のス
トッパーに確実に差込んでからボルトで止め
てください。

⑤網の取付が完了したら、扉の左右の固定金具
を解除します。

⑥再び、荷箱をハイダンプさせてから荷箱を降
ろし、扉をロックレバーで確実にロックして
ください。

※固定金具を解除するときは、手をはさまない
ように注意してください。

網の掃除のしかた網の掃除のしかた

荷箱の網の掃除は、次の要領で行ってください。

①エンジンをスタートさせ、ダンプレバーを「上「上
ル ｣ル ｣ 位置に操作し、ロックレバーを解除出来
る高さまで荷箱を上げます。

ストッパー

ボルト

固定金具

溝

フック

扉

広げる
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２. 長期間使用しない場合２.長期間使用しない場合
の手入れの手入れ

●格納する場合は、バッテリを取外し、キーを
抜取り保管してください。守らないと事故を
おこすおそれがあります。　

②エンジンが温かいうちにエンジンオイルを抜
出して、新油と交換してください。（Ｐ 57「３．「３．
各部オイルの点検・交換のしかた ｣各部オイルの点検・交換のしかた ｣参照）

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、販売店に相談して
ください。

①エンジンを低速で運転（約５分間）停止します。

※交換時期の目安はＰ 53 を参照してください。

［重要］

⑤再び点火プラグを取付けて、リコイルスター
タを軽く引き、重たくなった（圧縮の有る）
ところで止めておきます。

④リコイルスタータを２～３回引きます。（エン
ジンを始動させてはいけません。）

③点火プラグを外し、点火プラグの穴からエン
ジンオイルを 10 ㏄位入れます

※エンジンが熱い間は、作業をしないでくださ
い。

※圧縮のある位置では、吸排気弁が閉じており、
湿気によるエンジン内部の発錆を防ぎます。

⑥プラグキャップ・プラグコードは点火プラグ
に確実に差込んでください。

⑦燃料タンク・キャブレタ・燃料こし器の中の
燃料は抜取っておいてください。

プラグキャップ

プラグコード

給油口

ドレンプラグ

プラグキャップ プラグコード

リコイルスタータ

引張る引張る

５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて
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エンジン以外の手入れエンジン以外の手入れ

●バッテリは使わなくても自然放電します。1 ヶ
月に１度は充電器で完全充電してください。

（Ｐ 63 参照 )

長期間格納後の使用長期間格納後の使用

長期格納後の再使用は、特に次の内容に注意し
てください。

①始業点検を確実に行ってください。

②エンジンの寿命・性能を保つため、エンジン
始動後はアイドリング回転で５分程度、運転
してください。

⑦タイヤは正規の空気圧にしてください。
（Ｐ 65 参照 )

燃料について燃料について

［重要］

●ガソリンは１ヶ月以上放置すると「気化」「気化」・「酸「酸
化」化」してエンジンの始動不良や運転不調をひ
きおこします。これを防ぐためにタンク内の
燃料に燃料劣化防止剤 ( フレッシュスタート )
を添加してください。エンジンを２分程運転
し、燃料劣化防止剤がキャブレタに循環する
ようにしてください。これによってエンジン
および燃料は最大２４ヶ月間保管できます。
燃料劣化防止剤を使用しない場合、保管時に
はタンクやキャブレタ等の燃料システムから
ガソリンを完全に抜いてください

燃料抜きのしかた燃料抜きのしかた

①燃料タンクの給油口から給油ポンプで燃料を
抜きます。

②エンジンを始動して、エンジンが止まるまで
運転させてください。

●ガソリンは揮発性が強く、極めて可燃性が高
く、爆発性があります。火災または爆発によ
り火傷や死亡事故が起きる可能性があります。

●燃料をぬくときは、平坦な場所で、必ず換気
ができ、ヒータ、ストーブ、ボイラーまたは、
パイロットランプを使う電化製品や着火源と
なるものがない場所で、必ずエンジン・マフ
ラーが冷えてから行ってください。

［重要］

●給油ポンプは、ガソリンへの引火を防ぐため
に、手動式のポンプをお使いください。

⑨荷箱を降ろした状態にし、タイヤの下には板
を敷き、駐車ブレーキは掛けないで後輪に「車「車
止め ｣止め ｣をしてください。

①機体はきれいに清掃しておきましょう。

②不具合箇所は整備しておきましょう。

③各部の給油、注油を必ず行ってください。

④外部の錆びやすい部分に、防錆油または、エ
ンジンオイル・グリスを塗ってください。

⑤各部のボルト・ナットのゆるみを点検し、ゆ
るんでいれば締めてください。

⑥バッテリは完全充電し、本機から取外し、風
通しの良い場所に保管してください。

⑧格納場所は、周囲に紙などの燃えやすいもの
がない、雨の掛からない乾燥した場所を選ん
でください。

［重要］
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●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、
絶対にしないでください。

●エンジンの回転中や、エンジンが熱い間は、
絶対に注油・給油はしないでください。

●荷箱を上げて点検、整備をするときは、必ず
荷箱落下防止金具をセットしてから行ってく
ださい。

●点検、整備は交通の危険がなく、本機が倒れ
たり動いたりしない平坦な安定した場所で、
タイヤに車止めをして行ってください。守ら
ないと、転倒などの事故をおこすおそれがあ
ります。

●１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守
をしてください。特に燃料ホースは２年毎に
交換し、電気配線は毎年点検してください。
守らないと、整備不良による事故や機械の故
障をまねくおそれがあります。

●点検、整備、修理をするときは、必ずエンジ
ンを停止してください。守らないと思わぬけ
がを負うおそれがあります。また、高温部が
十分に冷えてから行ってください。火傷をす
るおそれがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてから作動確認をしてください。衣類
などが巻込まれて危険です。

●部品の交換、および草・芝カスなどのゴミを
取るときは、エンジンが十分に冷えてから行っ
てください。

エンジンカバーの開けかたエンジンカバーの開けかた

ラッチを少し引きながらフックから外してカ
バーを開けます。

●エンジンカバーを閉じるときは、手をはさま
ないようにゆっくりカバーを下ろしてくださ
い。

［重要］

定期点検や整備は、シーズンオフに行いますと
シーズン中に機械の性能が十分に発揮され、安
全で快適な作業が行えます。機械の整備不良に
よる事故を未然に防止するために、１年毎に販
売店で定期点検、整備を受け、各部の安全を確
認してください。特に燃料ホースやゴムホース
類は２年毎に交換し、電気配線は毎年点検する
ようにして、常に機械を最良の状態で安心して
作業が行えるようにしてください。

６章 手入れと点検・調整について手入れと点検・調整について

下げる下げる

カバー

ラッチフック

外す外す

引く引く カバー
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点検・調整箇所 規定量 内容 点検・交換時期
参照

ページ

エンジンオイル １．４L

エンジンオイルＳＡＥ級以上

●春～秋期 (10℃以上 )

･･･ ＳＡＥ３０

●冬期 (10℃以下 )

･･･ １０Ｗ -３０

交換

１回目  ： ５時間目

２回目以降：

１００時間毎 

５７

走行ミッションオイル ２．５L
ギヤーオイル９０番

交換

１回目：５０時間目

２回目以降：

１００時間毎

５９

油圧オイル ３．５L

油圧作動油

･･･ISO ＶＧ ４６

交換

１回目：２０時間目

２回目以降：

５０時間毎

５９

オイルフィルタ 交換 １００時間 ５８

エアクリーナ 清掃 作業前点検 ６０

カートリッジフィルタ 交換 ２００時間 ６１

燃料ホース 交換、結合部の点検 ２年毎に交換 ６１

電気配線 被覆のはがれや傷を点検 毎年点検 ６１

点火プラグ
電極すきま

0.76 ㎜
清掃、電極すきまの調整 １００時間毎に交換 ６２

バッテリ
液面レベル内

に蒸留水補給

バッテリ液が

上限（UPPER LEVEL）､

下限 (LOWER LEVEL)

の間にあるか確認

作業前に確認

６３

タ
イ
ヤ
空
気
圧

前輪

18× 7.00-8 2PR PD

１５０KPa

( １.５kgf/ ㎠ )

空気圧・磨耗度合・損傷 ６５

後輪タイヤ

20×10.00-8 4PR PD

１５０Kpa

(１.５kgf/㎠ )

ブレーキペダル ０㎜

遊び量

６６

クラッチペダル １０～２０㎜ ６８

ステアリング各部

増締め ７０タイヤホイル取付ボルト

エンジン取付ボルト

１. 定期点検一覧表１.定期点検一覧表



54

２. 各部のグリスアップのしかた２.各部のグリスアップのしかた

●記載されている以外にも、摩擦部や摺動部には必ず注油・グリスアップをしてください。作動不良をまね
いて物損・傷害をおこすおそれがあります。

●定期的にグリスポンプで確実にグリスアップをしてください。

<凡例 >　　　　　   　　グリスアップ位置

中間軸クラッチ ･ブレーキペダルリンク軸

ドラッグロッドエンド ･スイングピン ･スイングパイプ

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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走行クラッチテンションアーム支点ブラシクラッチテンションアーム支点
ブラシ帯上下支点

ブラシ帯軸受け

６章　手入れと点検・調整について
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ブラシ帯軸受け 荷箱アーム支点 (左 ･右 )

荷箱アーム支点 (左 ･右 ) 荷箱リフトシリンダー(左･右)

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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３. 各部オイルの点検・３.各部オイルの点検・
交換のしかた交換のしかた

古くなったオイルは、機械の性能を落とすだけ
でなく、故障の原因にもなります。定期的に古
いオイルを抜取り、新しいオイルを規定量給油
してください。

エンジンオイルエンジンオイル

点検・補給

①機械を水平な場所に置きます。

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、販売店に相談して
ください。

②検油ゲージを外して、検油ゲージに付着した
オイルをきれいにふきます。

③検油ゲージをいっぱいに差込み、再び抜いて
検油ゲージの「上限」「上限」と「下限」「下限」の間にオイ
ルがあるか調べます。

④不足している場合は、給油口より検油ゲージ
の規定量まで補給してください。

［重要］

①ドレンプラグを外し、給油口の蓋をエンジン
オイルが噴き出さないように、少しずつ加減
をしながらゆるめ、汚れたオイルを流し出し、
こぼさないように容器に受けてください。

※エンジンが温かいうちに抜くと容易に抜くこ
とができます。

交換

※運転前に必ずエンジンオイルの点検を行って
ください。

給油口

検油ゲージ

上限

下限

検油ゲージ

※補給したエンジンオイルは、オイルパンに下
るまである程度時間を要します。補給してか
ら 10 分～ 20 分後にオイル量を再点検してく
ださい。

６章　手入れと点検・調整について

③給油は、給油口より検油ゲージの上限と下限
の間になるまで入れてください。

④エンジンオイルは 1.0 Ｌ入れ、検油ゲージで
オイル量を調べます。

⑤不足していれば少しづつ追加してください。
エンジンオイル量は、約 1.4 Ｌです。

（オイルフィルタを含みます。）

⑦エンジンオイルはオイルパンにさがるまでに
ある程度時間を要します。給油後、10 分～ 20
分後に再点検をしてください。

⑥給油口の蓋を取付けます。

②ドレンプラグを元通りに取付けます。次にオ
イルフィルタを交換します。（次ページ参照）

ドレンプラグオイルフィルタ
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●オイルの量はエンジンを停止して調べてくだ
さい。

●給油するときは、本機を必ず水平にして行っ
てください。

●エンジンが熱いうちは行わないでください。
熱いオイルが体にかかると火傷をするおそれ
があります。

［重要］

●オイルの入れ過ぎはエンジンの故障の原因に
なります。

●給油をするオイルは、必ず、規定のオイルを
使用してください。

●オイルの点検・交換作業後はドレンプラグや
給油口の蓋を確実に締付けてください。

●エンジンオイルを抜くときに、検油ゲージを
外すとエンジンオイルの交換が楽にできます。

●使用初期は、内部部品の初期摩耗のためオイ
ルが早く汚れるので、早めにエンジンオイル
を交換してください。２回目以降は、100 時間
毎に交換してください。ホコリの多い場所で
使用される場合は、交換時期を早めてくださ
い。

オイルフィルタオイルフィルタ

エンジンオイルの交換に併せてオイルフィルタ
の交換もしてください。オイルフィルタは、エ
ンジンオイルを抜取って、ドレンプラグを取付
け終ってから交換してください。

①オイルフィルタを外し、きちんと処理をして
ください。

②新しいオイルフィルタを取付ける前に、ガス
ケット部にきれいなオイルを塗布してくださ
い。

③オイルフィルタをガスケットがアダプタに当
るまで手で締め、さらに工具で１／２～３／
４回転させて取付けます。

※オイルフィルタの取付後にエンジンオイルを
給油してください。

オイルフィルタ

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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油圧オイル油圧オイル

点検

油もれのないことを確認してください。

交換

油圧パッケージ下部ドレンプラグを外して、汚
れたオイルを流し出します。給油は、規定量
(3.5L) まで入れてください。

給油口

オイルタンク

ドレンプラグ

６章　手入れと点検・調整について

点検

油もれのないことを調べてください。

交換

走行ミッションケース下部にあるドレンプラグ
を外して、汚れたオイルを流し出し、( 機体を傾
けて排油してください。) こぼさないように容器
に受けてください。給油は、規定量 (2.5L) 入れ
てください。

ミッションオイルミッションオイル

ドレンプラグ

給油口

●廃油受け皿に排出したオイル内に鉄粉などが
混入している場合は、ギヤの磨耗などミッショ
ンの破損の前兆であり、走行ミッションの分
解チェックを要します。お買上げいただいた
販売店にご相談ください。

［重要］
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エアクリーナ

ノブ

４. エアクリーナの点検・４.エアクリーナの点検・
洗浄のしかた洗浄のしかた

エアクリーナは、いつもエンジンを快適にする
装置です。汚れたまま使用しますと、エンジン
の出力低下や故障の原因になります。

①エアクリーナのノブをゆるめてカバーを取外
します。

洗浄

カバー

プレクリーナ

リテーナ

ナット

ノブ

エアフィルタ

①エアクリーナに損傷がないか確認してくださ
い。

②エアクリーナに汚れがないか確認してくださ
い。

点検

②ナットを緩めてリテーナを外します。

③プレクリーナを外してエアフィルタを抜きだ
します。

④ごみを取除き、フィルタを平らな面で軽く叩
きます。汚れの著しいものは、新品と交換し
てください。

⑤プレクリーナは、洗浄水で洗い、乾燥させます。
オイルは含ませないでください。

⑥乾燥したプレクリーナとフィルタを元通りに
取付けて、リテーナとナットで確実に固定し、
カバーをしてください。

※エアクリーナは必ず元通りに取付け、カバー
をしてからエンジンを始動してください。

部品 時期

プレクリーナ １００時間毎清掃

エアフィルタ ４００時間毎交換または、一年毎

※埃がひどい状況下ではより頻繁に清掃してく
ださい。

●エアクリーナの清掃に圧縮空気や溶剤を使用
しないでください。圧縮空気はエアクリーナ
を破損させるおそれがあり、溶剤はエアクリー
ナを溶かすおそれがあります。

［重要］

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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５. カートリッジフィルタ５.カートリッジフィルタ
の交換のしかたの交換のしかた

カートリッジフィルタは 200 時間毎に交換して
ください。

カートリッジフィルタ

６. 燃料ホース・電気配線６.燃料ホース・電気配線
の点検のしかたの点検のしかた

●燃料ホースの老化や傷による燃料もれがある
と、火災の原因になります。作業前後に点検し、
もれがあれば交換してください。

燃料ホースの傷や接続部の締付けバンドのゆる
み、燃料もれがないか確認してください。また、
電気配線コードが他の部品に接触していないか
点検します。燃料ホースや電気配線コードが傷
んでいる場合は、販売店に修理を依頼してくだ
さい。
燃料ホースは傷んでいなくても２年毎に交換す
るようにしてください。
電気配線は１年毎に定期点検を受けてください。

●配線コードに付着している芝カスやゴミは、
作業前後にきれいに取除いてください。守ら
ないと、火災の原因となることがあります。

電気配線

６章　手入れと点検・調整について
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７. 点火プラグの７.点火プラグの
点検のしかた点検のしかた

●エンジンが熱いうちに点火プラグを外さない
でください。火傷のおそれがありますので、
エンジンが冷えてから行ってください。

①定期的に２ヶ所の点火プラグを取外し、電極
部の焼け具合、損耗程度を点検し、ワイヤブ
ラシで清掃します。

②電極部のすきまは0.76㎜に調整してください。

※始動不良、運転中の失火は点火プラグの電極
すきまが大きすぎても少なすぎても、点火プ
ラグが汚れたときにもおこります。

点火プラグ 電極部

すきま 0.76 ㎜

標準点火プラグ 部品番号　７９２０１５

プラグキャップ

プラグコード

プラグキャップ プラグコード

●電極部の清掃、電極すきまの調整をしてもま
だエンジンのかかりが悪い場合は、お買上げ
いただいた販売店で点検を受けてください。

●電極部が損耗または、破損したものは新品と
交換してください。そのまま使用するとエン
ジンの不調、燃料のムダ使い、排ガス不良と
なります。

●プラグコード・プラグキャップは点火プラグ
に確実に差込んでください。

［重要］

※点火プラグは締付トルク２０Ｎ ･ ｍで締付け
てください。

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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ヒューズボックス (20A)

ハンドルの下にヒューズボックスがあります。
ヒューズ(20A)切れの場合は、交換してください。

●ヒューズを交換してもすぐ切れてしまう場合
は、お買上げいただいた販売店で点検を受け
てください。

８. ヒューズの点検・８.ヒューズの点検・
交換のしかた交換のしかた

ヒューズは、配線回路 ( 通電している回路 ) へ
過大電流が流れた場合、溶断して電流を遮断し
ます。

［重要］

●ヒューズを交換するときは、バッテリの－側
コードを外してから、必ず規定容量のものと
交換してください。規定容量以外のヒューズ
を使用すると故障の原因になります。

９. バッテリの点検、９.バッテリの点検、
整備のしかた整備のしかた

●バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。守
らないと引火爆発し、火傷を負うおそれがあ
ります。

●バッテリ液は希硫酸ですので身体や服に付く
と、服が破れたり、火傷を負うことがあります。
もし、身体や服に付いたときは、すぐに水洗
いをしてください。

●バッテリ充電中は、ガスが発生しますので風
通しの良い場所で行ってください。

●バッテリ液は液面レベルの「上限（UPPER 「上限（UPPER 
LEVEL）」LEVEL）」と「下限 (LOWER LEVEL)」「下限 (LOWER LEVEL)」の間にある
ことを確認してください。もし「下限 (LOWER 「下限 (LOWER 
LEVEL)」LEVEL)」以下になると、容器内の極板接続部
が露出し、エンジン始動時に火花が出て、容
器内のガスに引火して破裂するおそれがあり
ます。

●バッテリからコードを外すときは、必ず－側
から外し、取付けるときは、必ず＋側から取
付けてください。工具などが接触したときに
ショートして、火傷や火災事故をまねくおそ
れがあります。

●バッテリ＋ターミナルのゴムブーツは必ず取
付けておいてください。ショートすると火傷
や火災事故をまねくおそれがあります。

バッテリ液点検

作業前には、各槽のバッテリ液がバッテリケー
ス液面レベルの「上限（UPPER LEVEL）」「上限（UPPER LEVEL）」と「下「下
限 (LOWER LEVEL)」限 (LOWER LEVEL)」の間にあるか確認してくださ
い。不足しているときは、バッテリカバーを外
して蒸留水を補給してください。

６章　手入れと点検・調整について
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※蒸留水はガソリンスタンドで販売しています。

下限 (LOWER LEVEL)下限 (LOWER LEVEL)

上限（UPPER LEVEL）上限（UPPER LEVEL）バッテリカバー

ボルト

補充電のしかた

②バッテリ押さえを止めてあるナットをゆるめ、
バッテリ押さえを取外します。

※なお、急速充電はできるだけ避けて、普通充
電を行ってください。

⑤バッテリを取付けるときは、取外しの逆の手
順で行ってください。

①バッテリカバーを外します。

③バッテリの－側のコードを取外し、次に＋側
のコードを取外してバッテリを取出します。

④充電は、バッテリの＋を充電器の＋側に、バッ
テリの－を充電器の－側に接続して行います
が、詳しくは、充電器の取扱説明書を十分お
読みになってから行ってください。

指定バッテリ ３０Ａ１９Ｒ

ゴムブーツ

ナット

バッテリ

＋側＋側

バッテリ押さえ

－側－側

格納のしかた

●バッテリ液は、常に規定量を保ってください。

●バッテリ液をバッテリケース液面レベルの「上「上
限（UPPER LEVEL）」限（UPPER LEVEL）」を超えるほど入れますと、
使用中に液もれし、本機を腐食させることが
ありますので、補給するときは、液面レベル「上「上
限（UPPER LEVEL）」限（UPPER LEVEL）」を超えないように注意し
てください。

●寒冷地などの気温の低い地域、またエンジン
の始動がしにくくなったり、ライトが暗くなっ
てきましたら、補充電を行ってください。また、
２週間以上運転しないと、バッテリが放電し
てセルモータでの始動ができない場合があり
ます。このときにも補充電をしてください。

●本機を長時間使用しないときは、最低１ケ月
に１回は補充電を行ってください。バッテリ
が長持ちします。

●取付けのとき、ターミナル接続部の油などを
布でふき取り、バッテリ端子を確実に締付け
て、腐食防止のためにターミナル部にグリス
を塗布してください。

●バッテリを交換するときは、必ず規定のバッ
テリを使用してください。

●環境保全のため、交換した古いバッテリは放
置したり、捨てたりせずに、新しいバッテリ
を購入した店へ渡してください。

［重要］

格納時は、本機を水平にし、バッテリ液がこぼ
れないようにしてください。
長期格納時は、バッテリの－側のコードを取外
すか、バッテリを本機から取外し、日光が当た
らない、乾燥した場所に保管してください。

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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10. タイヤ空気圧の10. タイヤ空気圧の
調整のしかた調整のしかた

●左右の空気圧が均等になっていないと運転中
にハンドルを取られることがあります。タイ
ヤの空気圧を標準空気圧に調整してください。
また、タイヤに亀裂などがないか確認してく
ださい。

過多　　　　 標準　 　　　不足

タイヤサイズ
空気圧 KPa
(kgf/ ㎝２)

前輪タイヤ
18 × 7.00-8 ２ＰＲ ＰＤ

１５０
(１.５)

後輪タイヤ
20×10.00-8 ４ＰＲ ＰＤ

１５０
(１.５)

11. ハンドルの点検11. ハンドルの点検
のしかたのしかた

●ハンドルに著しくガタや遊びがないように点
検してください。守らないと、事故をおこす
おそれがあります。

ハンドルを軽く左右に動かしたときの遊び量が
20 ～ 50 ㎜の範囲であるか確認してください。遊
び量が適正でない場合は、お買上げいただいた
販売店で点検、調整を受けてください。

６章　手入れと点検・調整について
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12. ブレーキの点検12. ブレーキの点検
のしかたのしかた

●ブレーキの効きが悪かったり、ブレーキが効
いたままにならないように点検してください。
守らないと、事故をおこすおそれがあります。

●左右の車軸ブレーキが調整不良ですと、ブレー
キの片効きが生じます。常に、左右の効きが
同一であるようにしてください。守らないと、
事故をおこすおそれがあります。

ブレーキペダルの点検のしかた

①駐車ブレーキレバーを「解除」「解除」位置にしたと
きにブレーキペダルに遊びがでていないか確
認してください。

遊び量０㎜遊び量０㎜

ブレーキペダル

駐車ブレーキレバー

押す押す

ボタン

※調整についてはお買上げいただいた販売店に
ご依頼ください。

②遊びがでた場合、遊びが０㎜になるように後
輪左タイヤ側にあるアジャストネジでブレー
キペダルワイヤを調整します。

ブレーキペダルワイヤアジャストネジ

ロックナット

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について



67

調整

①「12. ブレーキペダルの点検のしかた ｣「12. ブレーキペダルの点検のしかた ｣( Ｐ 67
参照 ) により、先にブレーキペダルの調整を
行ってください。

②駐車ブレーキレバーを引いて、駐車ブレーキ
レバーのロックがおよそ５～６ノッチで止ま
るように後輪左タイヤ側にある駐車ブレーキ
レバーワイヤのアジャストネジで調整します。

③駐車ブレーキレバーワイヤのアジャストナッ
トを確実に締付けます。

駐車ブレーキレバー調整後の注意

●駐車ブレーキレバーの調整を行ったあとはエ
ンジンを始動せず駐車ブレーキレバーを「解「解
除 ｣除 ｣ 位置にし、主変速レバーを「Ｎ ( 中立 )｣「Ｎ ( 中立 )｣
位置の状態で機体を押して動くことを確認し
てください。

※調整についてはお買上げいただいた販売店に
ご依頼ください。

駐車ブレーキレバーワイヤ

アジャストネジ

ロックナット

駐車ブレーキレバー

引く引く

●駐車ブレーキレバーの調整は、必ずブレーキ
ペダルの調整をしてから行ってください。守
らないと、ブレーキペダルを踏んでもブレー
キが効かず、傷害事故を引きおこすおそれが
あります。

点検

駐車ブレーキレバーを引いて、駐車ブレーキレ
バーのロックがおよそ５～６ノッチで止まるか
確認してください。

●ブレーキ調整を行う際は、ブレーキが解除の
状態になりますので水平な場所で車止めをし
て行ってください。守らないと機体が自然に
動きだし、思わぬ事故がおき大変危険です。

駐車ブレーキレバーの点検のしかた
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ブラシ高さ調節レバー

14. ブラシの点検 ･14. ブラシの点検 ･
交換のしかた交換のしかた

①ブラシ上下レバーを「下ル」「下ル」方向へ操作し、
油圧ポンプのリリーフ音がするまでブラシを
下げてください。

※ブラシの高さは、左右同じにしてください。

点検

13. クラッチペダルの13. クラッチペダルの
点検のしかた点検のしかた

「入」「入」、「切」「切」が確実に行われ、しかも「切 ｣「切 ｣ 状態
でベルトつれ回りがないか点検してください。
クラッチペダルの遊び量（10 ～ 20 ㎜）を調べて
ください。規定の遊び量がない場合は、クラッ
チペダルワイヤで調整します。調整については
お買上げいただいた販売店にご依頼ください。

点検

クラッチペダル

遊び量 10 ～ 20 ㎜遊び量 10 ～ 20 ㎜

クラッチペダルワイヤアジャストネジ

ロックナット

ブラシ上下レバー

下ル下ル

ブラシ

すきま０～５㎜すきま０～５㎜
芝表面

②ブラシの高さをブラシ高さ調整レバーでブラ
シと芝生のすきまが０～５㎜になるように調
節（P43 参照）してください。もし調節しろが
なければブラシを交換してください。

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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ブラシクラッチレバー

遊び量遊び量
５～７㎜５～７㎜

切切

入入

※ブラシを交換する場合は、一度に全部のブラ
シを交換してください。

15. ブラシクラッチレバー15. ブラシクラッチレバー
の点検のしかたの点検のしかた

「入」「入」、「切」「切」が確実に行われ、しかも「切 ｣「切 ｣ 状態
でベルトつれ回りがないか点検してください。
ブラシクラッチレバーを「切 ｣「切 ｣ 位置にして、ブ
ラシクラッチレバーの遊び量（５～７㎜）を調
べてください。規定の遊び量がない場合は、遊
び量が５㎜になるようにブラシクラッチレバー
ワイヤを調節します。調節については販売店に
ご依頼ください。

点検

交換

①荷箱下のブラシ帯のカバーをボルトをゆるめ
て取外します。

②ブラシ取付ボルトをゆるめて取外し、新しい
ブラシと交換し、ブラシ取付ボルトで確実に
締付けてください。

ブラシ取付ボルト

ブラシ

ブラシ帯カバー取付ボルト

ブラシ帯カバー

③ブラシの交換後は、必ずカバーを取付けて元
通りにしてください。

ブラシクラッチレバーワイヤ

アジャストネジロックナット
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16.締付けをするところ16.締付けをするところ

※前輪タイヤ・後輪タイヤホイル取付ボルト ･ハブナット ･ブラシ高さ調節ロッドは左右に、エンジンフレー
ム取付ボルト ･ナット ･エンジン取付ボルト ･ナットも前後にそれぞれあります。

※この他のボルト、ナットも時々点検し、増締めしてください。

ハブナット

前輪タイヤ タイヤホイル取付ボルト

タイヤホイル取付ボルト

後輪タイヤ タイヤ取付ナット

ブラシ高さ調節ガイド板
取付ボルト

ハンドル固定ボルトエンジン取付ボルト ･ナット

エンジンフレーム取付ナット

ステアリングナット

ナット

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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不調診断不調診断

●機械の調子が悪いときは、必ずエンジンを停止させ、ブラシクラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車ブレー
キレバーを「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位置にしてから診断してください。守らないと、回転物にはさまれて傷害事
故の原因になります。

下記の処置をしても改善されないときは、最寄の販売店に連絡してください。

この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

燃料が切れていませんか。 燃料の補給をしてください。 ３０

購入後１ヶ月以上経過した燃料
を使用していませんか。

燃料タンク・キャブレタ内の燃料を抜き、新しい
燃料を補給をしてください。

５１

エンジンの始動手順が間違って
いませんか。

正しい始動手順でエンジンをかけてください。 ３３

クラッチペダルを踏込んでいな
いのではありませんか。

クラッチペダルを踏込んでから、キースイッチを
「スタート」「スタート」位置にしてください。

３３

バッテリが上がっていませんか。 バッテリを点検し、補充電をしてください。 ６３

バッテリ液が減っていませんか。 バッテリ液を補充してください。 ６３

ヒューズが切れていませんか。 ヒューズを交換してください。 ６３

点火プラグが悪くなっていませ
んか。

点火プラグを外し、乾いた布などでよく乾燥させ
てください。

６２

点火プラグの電極部を清掃し、電極すきまを調整
してください。それでもかからない場合は、販売
店に相談してください。

６２

１. エンジンがかからない１.エンジンがかからない

７章
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この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

エアクリーナにゴミが詰まって
いませんか。

エレメントを交換してください。 ６０

エンジンオイルが少なくなって
いませんか。

エンジンオイルを補給してください。また、オイ
ルが古くなっている場合は、新しいオイルと交換
してください。

５７

積荷が重すぎませんか。 坂道では特に積荷を軽くしてください。 ４０

ベルトがスリップしたり張りす
ぎたりしていませんか。

販売店で点検、調整を受けてください。 ６８

エンジンの回転は上がりますか。
アクセルレバーの取付位置や、アクセルワイヤの
セット位置が動いていたら、必ず販売店で点検・
調整を受けてください。

エンジンの圧縮がないのではあ
りませんか。

ピストンリングなどの磨耗も考えられますので、
販売店に相談してください。

２.エンジンの力がない２.エンジンの力がない

３.各部に振動が多い３.各部に振動が多い

この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

エンジンが振れるのではありま
せんか。

エンジン取付ボルトを強く締付けてください。 ７０

ハンドルが振れるのではありま
せんか。

販売店に相談してください。

７章　不調診断７章　不調診断
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１. 主要諸元１.主要諸元

販 売 型 式 名 ＳＳ１０００Ｂ

機

体

寸

法

全　　　　　 長　(mm) ２９３５（本体フレーム先端～後部トビラ後端）

全　　　　　 幅　(mm) １７６０（サイドミラー両端）

全　　　　　 高　(mm) １７１０（トビラ上端）

最 低 地 上 高　(mm) １３５

機　 体　 質　 量　( ㎏ ) ８１０

エ　

ン　

ジ　

ン

型 式 名 　バンガード　３０５４４７

種 類 Ｖ型２気筒横軸　ガソリンエンジン

最 大 出 力　{kW(ps)} １０．６(１４.５)

総 排 気 量　{L( ㏄ )} ０. ４７９(４７９)

始 動 方 法 セルモータ式（リコイルスタータ式）

燃 料 / タ ン ク 容 量　(L) 自動車用無鉛ガソリン /８.０

伝

動

・

走

行

部

変 速 段 数 前進３段　後進１段

走 行
速 度
(km/h)

前 進

１ 速 　４.１

２ 速 　９.３

３ 速 １４.６

後 進 Ｒ 速 　４.１

タ

イ

ヤ

前 輪 １８×７.００-８　２ＰＲ　ＰＤ

後 輪 ２０×１０.００-８　４ＰＲ　ＰＤ

輪 距
（ ㎜ ）

前 輪 １０２０

後 輪 ８８０

軸　　　　　 距　( ㎜ ) １４００

ブレーキ型式 / 取付位置 リーディングトレーリング方式

荷

箱

容　　　　　 量　( ㎥ ) １.０

最 大 積 載 量　( ㎏ ) ２５０

ダ ン プ 装 置 形 式 油圧ダンプ式

●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

その他その他８章
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№ 品名 個数 部品番号 備考

１ プラグレンチ :Ｐ６０１ １ １Ｅ１１６６－１１０６０ Ｌ＝７０

２ ジョーゴ １ １Ｎ１０７０－９１０１０

３ 取扱説明書 １ １Ｅ１１６６－９５０４０

４ エンジン取扱説明書 １ ―

５ 保証書 １ ―

付属品

２.主要消耗部品２.主要消耗部品

NO. 品名 部品番号 備考

１ ＶベルトＳＢ８６ ２５１２３－００８６０１ ２本（エンジン～中間軸）

２ ＶベルトＳＢ４３ ２５１２３－００４３０１ ２本（中間軸～ミッション）

３ ＶベルトＳＢ５９ ２５１２３－００５９０１ （中間軸～ブラシプーリ）

４ ＶベルトＳＢ５１ ２５１２３－００５１０１ （エンジン～油圧パッケージ）

５ スロットルワイヤ １Ｅ１１６５－５１０００ アクセルレバー

６ スロットルワイヤ：エンジン １Ｅ１１６６－５１０００ アクセルペダル

７ コントロールワイヤＣ １Ｅ１１６５－４２１８１ クラッチペダル

８ コントロールワイヤＢ１ １Ｅ１１６２－４２０５０ ブレーキペダル

９ コントロールワイヤ １Ｅ１１６６－４２１１０ 駐車ブレーキレバー

１０ コントロールワイヤＡ １Ｅ１１６５－７１１５０ ブラシクラッチレバー

１１ タイヤ　18 × 7.00-8 2PR PD １Ｅ１１０２－３７０００ ２本　前輪

１２ タイヤ　20 × 10.00-8 4PR PD １Ｅ１１０２－３７０５０ ２本　後輪

１３
ナイロンブラシ

:960L × 50 × 20t 100 丈
１Ｅ１１６６－７１１３０ ４本

１４ センターブレーキシューＡＳＹ ７Ｎ１３１３－２５０１０

１５ ブレーキシューＡＳＹ ７Ｎ１２１０－２７０４０

１６ バッテリ　３０Ａ１９Ｒ １Ｎ１２８６－５１０９０

１７ カートリッジフィルタ S-810-1 １Ｅ１１８２－６１５５０

１８ 点火プラグ ７９２０１５

１９ オイルフィルタ ８４２９２１

２０ エアフィルタ ３９３９５７Ｓ

８章　その他８章　その他
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電気回路図電気回路図９章

●バンガード ３０５４４７

バッテリ
3 0 A 1 9 R
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